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。
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猶
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■
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.
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差
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階
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お.い
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係
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に
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湖
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卽
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戚
別
乃
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ズ
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あ
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。
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が
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あ
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；
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簡
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又
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。
諸
物
は.、
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と
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あ
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瓦
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猶
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換
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れ
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場
合
^
^
な
へ
お
別
な
こ
と
も
可
雒
尤
ヤ
と
霄
う
の
を
や
め 

. 

>

る
こ
と
媒
、' '

-

1

般
迄
重
耍
友
1.
步
前
進
で
あ
る
？

ご
う^

う
言

>

»

を
す
る
場

%

.

.

.

ゎ
れ
ね
れ
は
ま
灰
偶
然
的
な'

も
.

の
か
ら
脫
し
て》

杈 

、：

; :
,.

>

の
I

つ
.

て

、
、
こ

れ
I

し
p

i

i

ベ

た

ょ

泛 

'
 

厂
，

‘

.

.

先
ず
磁
氣
に.お

：

い
七
極

'
C

P

象
r

's
'

t

v

と

：

し
.

て
知
ら
れ
た
對
■立
をT

全
_

然
.

を
實
い

.

て
い

_

る
％
^

^

^
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ハ
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'

:つ
て
い
る
が
、.こ
れ
：は
_
問
土
本
質
晚
な
進
步
で
あ
今.
.た
4
ヒ
の
場
洽
大
切
な
こ
と
は
、
.
切
角
そ
れ
ま
で
進
み
な.が
.ら
叉
し
て
も
無
雜

“

 

ノ
 

.

作
に
1

な
，る
差
肌: ^

對
立
と
同
等.

な
，も
の.

と
.

認
' ^

な
い
こ̂

で
あ
る
。
ビ
か
し
人
々
は
ょ
く
そ
う
し
戈
こ

.

と
を
行

.

つ
て
い
る
0」

.

ハ
雜
ニ
ニ〕

^

■

>
:
.
.■.

.

へ
1
沪
ル
.が
系
げ
^
い
<
つ
が
の
#
か
の
事
例
、
財
産
と
負
偾
、
>
來
と
西
、
：沘
椒
と
南
極
、
陽
電
氣
と
陰
電
氣
、
_
機
物
と
無
機
物
、

-
こ
.自
然
と
_精
神
、.
.な
ど
に
我
.々

は
» '

.々
.の
當
面
の
課
題
で
あ
る
使
用
價
値
ど.價
値
.と
.を
加
ぇ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ぇ
に
、
ぺ
ン
と
駱
駝
、
又

-
-

- 

. 

,
 

♦ 

• 

.

は「

か
^

.
>「

ぶ
な
_
、
^
ど
.の
^
例
に
み
ら
れ
る
區
別
實
は
差
別
と
使
用
價
値
と
.價

値

と

，
の
厲
別
1 !
#
は
對
立
と
を
同
一
視
し
て
は
な 

-ら

ぬ

と

：述
•.ベ
た

;0
-

ま
こ
と
に
そ
.の
.通
り
で
あ
，つ
て
、
，
使
用
價
驾
と
價
値
と
の
對
立
は
、
，

.

「

な
お
別
光
と
と̂

と
い
う
ょ
う
な
發- 

* 

想
を
絶
對
に
許
さ
ぬ
も
の
で’あ
る
ひ
使
用
價
値
と
慣
膨
と
の
猶
別
は
本
質
的
戚
別
で
あ
り
^
そ
の
各
み
は
自
乜
に
對̂
て
他
者
ー
般
に
屬、

V

.

.

す
も
め
と
.
.し
て
で
は
な
く
自
己
に
固
有
の
他
衆
と
し
.て
の
他
者
を
も
つ
て
-̂
る
o
'

こ
.

の
.自
己
に
©-
'
有
の
他
者
な
.るも
の
は

'

ま
た
_
己
に
必

* 

. 

- 
■ 

• 

.

.

. 

' 

’

‘ 
/

然
の
他
背
で
; %

あ

る

。
，
要

す

る

‘

に
使
用
價
値
は
價
値.

な
し
に
は
存
在
せ
，ず
、
：價
値

.

は
使
用
價
値
な
上
に
は
存
在
し
な
い
と

«

時
、に
、
使
用 

:

:

賻
値
は

K

/ I

が
あ
つ
、で
吃
存
布
せ
ず
、
，價
値
は

'

使
用
價
値
炉
あ
つ.

.

て
は
參
在
し
な
い
の
で
：あ
る
か
良
使
用
慣
値
と
憤
値
と
は
區
別
卽
同

.

い
.
一
、
同
--
.
卽

政

別

と

い

：
う

絕

對

-«
命
の
ギ
认
ギ
リ
の
對
立
に
お
い.て
，あ
る
.の
で
あ
名『

.霞
^
^

.

ィ
.
如
き
對
立
の
尖
端
に
お^ '
て
兩
者
.の
對
立
を
把
.«
せ
ょ
。
蓋
し
'こ
\
に
到
づ
.て

呔

じ

，
め

て

矛

盾

1

茴
已
運
断
の
生
ず
る
前
提
が
あ
た
ぇ 

,

'ら
れ
ダ
で
'あ5 -
う

か

ら

0
.

レ
ー
一
一

.ン
f

.

I
思
惟
す
.る
理
性
.(

智
能)

比

鈍

く

な

つ

，
た

差

.別
的
な
も
.の
の
差
別
を
、
表
象
.の
軍
な
る
多
様

.

.

. 

\ 

' 

.

II
■ 

■ 

/
 

、
 

. 

. 

*,

I
.他
.を
、
，：
本

質

的

ネ

差

別

托

ま

で

、

對

立

に

ま

.で
尖
銳
化
す
る
。
參
様
性
は
矛
盾
の*
顏
.把
登
&
_
つ

め

て

か

ら

ば

じ

，め

て

根

3:
に

對

.
し

て

可 

.

:働
的
と
為
り
、
生
動
的̂
な
る
、'

-
^
そ
し
'て
&
0>
遞
.
抄
4|
斷
|
1> '
'
か
办
妳
.
動
龙
る
.否
定
*
1
獲
る
の
で
.あ
：る
0」

.
§
ニ
，三)

.'
 

:

.

.

.

.し
か
ち
ば
钯
用
贤
値
と
憤
値
と
を
し
て
，
.こ
の
：±:
う
‘.な
意
味
で
の
眞(0
:
對

立

に

み

ち

び

く

根

據

と

な

，
る

'も
の
，.试
何
か
.
1
.
そ
'れ
，は
商
品
が.  

ぺ
1
‘般
に
資
本
制
的.に
坐
.產
さ
れ
る
こ
と.で
.あ

：る
。

，こ

れ

に

ょ

つ

て

.虹
じ
め
で
商
品
の
坐
產
過
程
が
勞
働
過
程
と
價
値
形
_成
=
增

.過
程
と
.

機
に
.i

§

l

ひ
い
て
は
商
品
に
ふ
く
め
らI

藝

の

1

一1

1
-
^
-

具
體
的
•有
用
的
勞
働
と
抽
象
的
•
人
間
的
勞
働 

.と

.の
對
立
化
が
.み
ら
れ
名
-0
だ
か
.ら
使
用
價
値
と
憤.fi
t
と
.の
對
立
の
直
接
の.根
據
は
商
品
に
ふ
く
め
ら
れ
て
ぃ
る
勞
籀CD
.-一

*5
性
の
確
立 

'に
あ
る
.。(

註
'
一

r

四)  

'そ
し
て

こ、
に
我
々
が
肝
に
銘
ず
べ
き
こ
と
は•か
\

S

一
條
の
對
立
物
が
決
し
て
平
行
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な 

,
.く

-'
1
.
て
.ニ
''方
の
他
方
へ;

の
-從
麗
、.

遗
元
と
い
う
か
た
ち.を
と
る
こ
と
'

で
..

あ
り
、
ぞ
....
の
.土
で
運
動
も
坐
ず
る
と\̂
5'
こ
と
.で
あ
る
。
卽
ち
«
 

本
制
社
*
に
お
'̂
て
は
努
働
.過
，程

が

價

値

飧

殖

過

程

に

從

屬

.さ
れ
還
元
.さ
れ
.る
0.
と
れ
を
根
底
と
：し
，て
具
體
的

*

有
用
的
勞
働
の
杣
象 

的
.
‘
一.般
的
•勞
働
化
、.
ひ
い
.て
は
使
用
值
値
の
價
値
化.と
；

S

う
•こ
と
が
徹
底
的
に
遂
行
さ
れ
冬
。
かi

る
事
毀
を
基
礎
と
し
て
商
品

(

こ

.
れ
は
勞
働
カ
を
飞
含
む

)

，の
.交
換
を
は
じ
め
と
し
て
と
の
社
會
に
お
け
る
鹩
濟
的
全
運
動
過
程
が
坐
。
來
る
の

.

T?
あ
.る
"
.：

.

.

.'
• 

.
.

.
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.「

資
本
め
直
接
的
坐.靡
過
程
は
、：
資
本
の
勞
働
過
程
あ.ょ
び
傲
値
增
殖
過
程
で
あ
り
、
商
品
坐
產
物
を
結
^
士
し
剩
餘
值
値
の
坐
産
を 

1

的

霍

と
.す
•る
過
程 

:
■
,
.
 

_  

~ 

.
'
o

‘ 

V,
'
. 

:

.

;  

ノ
: 

.「

$

制
生
產
方
法
を
最
初
か
ら
際
立
龙
せ
る

r

一
つ
の
，
特

徵

が

.あ
る
。•
"■ •

;•
.'
•;

そ
の 

一'

~
r

廣
本
制
沒
產
方
法
は
、
，生
産
物
を
商
品
と
し

H

生
產
す
^
.
^
品
^
坐
產
す
名
と
い
う
こ.と
は
、
，.こ
'.の

生

產

方

法

を

他

、
；の 

坐
產
諸
方
法
か
ち
碱
別
す
名
も

Q
.

で
は
な
い
。
げ
れ
ど
も
卜
商
品
た
る..こ
と
が
生
產
物.の
支
配
的
な
敗
定
的
な
性
質'だ
と
い
う
乙
.ど
は
、

.

.«
か
に
廣
本
制
康
產
方
撰
の»
別

的

特

徵

：で
.あ
る
：
0
.
:?
.
:
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商
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對
-立
忙
つ
心
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•
一
八
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と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ̂-
で
あ
る
0」

.：.
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難

1六〕
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へ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
そ
の-1
法
律
哲
邀」

.

.に
お
い
.て
ズ
ル
.ジ
ョ
.ア
_

會
に
お
い
て
は
、.，新
し
い
、.使
用
價
値
'の
.創
谴
と
^
う
こ
+と
亦
、
そ
れ 

,

,

に
よ
つ
て
.利
卿
を
獲
得
す
る
も
の.に
.よ
.'つ
て
な
：.さ
：れ
..る
こ
.と
を
涮
察
し
て
い
た
。'日
<:
.

「

イ
ギ
リ
ス
人
がn

シ
7
ォ
ー
タ
ブ
i (

快
適)

:  

と
稱
す
•る
所
の
も
の
は
、
全
く
汲
み
盡
し
：得
な.い
無
限
に
進
抒
しT
行
く
も
の
で
ぁ
ネ
。
好
都
合
な
狀
態
も
次.々
，
に

不

都

合

と

な

り

、
，
そ 

.

,

.

.

.し
て
ど
の
發
觅
は
終
石
所
が
浪
い
か
ら
で
ぁ
る
？
だ
か
ち
し
て
.薪
し
い
欲
望
、は
、
そ
れ
を
直
接
的
に
有
つ
：

K

い
る
者
か
ら
，、で

は

な

く

、

む

'

.
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'

し

る

そ'の
，
發

生

に

よ

つ

て

'利
.得
を
求
め
：る
者
ぬ
よ
つ'
'̂.
.引
き
起
さ
れ
る
。

」

，

(

註
ニ
七〉

彼
は
ま
た
こ
の
社
會
に
お
い
て.は
社
會
，的
使
用
價

, 

• 

• 

、
 

, 

.
1
>
1
 s 

* 

• •.

.っ

.

;

丨
徹
と
い
ラ
こ
と
が
：使.用
«

^ ;
の
普
遍
的
な
實
際0
定
有
形
藤
で
ぁ
冬
こ.と
を
も
看
拔
い.て
い
.た
の
.で
ぁ
る
.ズ

鶴

ー

人

〕

う
ま
セ
.
も
な 

‘
.> 

<
、
：使
用
價
値
は
社.'#
.
的
使
.用
衝
修
と
'、し
：'て
‘は
も
杖
や
|
な
ゐ
.交
換
價
値
：の.質
料
的
檐
い
手
一
一--
#
?
質
的
基
礎
と
し
て
し
か
意
味
を
有
し.
 

:■
■
-
.
:

な
い
こ
.七
を
想
起
せ
よ,£
>

.人

我

々

は

が

く

し

：て
，
ブ
ル
ク
ズ
，
の

'商

品

分

析

論

の

立

場

よ

り

，
へ
ー
ゲ
ル
.
の

抽

象

的

論

理

學

に

お

け

る

對

立

論

に 

'
•
. 

'關
し
て
.反
省
を
.試
み
る
手
41
り
を
得
た
の
で
ぁ
る
が
、
も
つ
と
も
こ
；の
.こ
と
^-
有
論
と
本
質
論
と
の.線

合

的

再

考

察

に

よ

つ

、
て

も

ぁ

る

程 

へ
' 

.

.:
•

.

度
同
じ
よ
•う
な
結
論
に
到
遨
し
う̂'
の
で
，
は

な

い

か
.と
思
-わ
れ
；る
？
.こ
：れ

ら

の

諸

點
.は
今

後

矛

盾

論

の
.考
察
ー
に
際
し
て
，明

ら

か

に

さ

れ

る

. 

y
.
;

で
あ
ろ
う 
o

)
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:
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'
:

. 

'
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-H
資
本
論」

昶
頭
の
#

⑶
分

析

は

右

の

如

豸

對

立

”

統

一

關

係

に

.立

.つ
滴
品
の
一
一
要
因
及
び
勞
働
の

」

ー
重
性
の.檢
出
を
課
鹿
と
す
る

a

く

.

，

--

' 

'
"
"
.

パ

.
'
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乇
れ
は
な

.

る
ほ
ど
分
祈
に■
よ
つ
：て
は
じ
め
；て
檢
出
さ
れ

.

こ
そ

.

.

す
れ
、v

も
と
よ
り
分
析
を
俟
っ.

も
の
と

.

し

て

す

で

，
に

客

觀

的

に

'ぁ

る

も

の

で

.

:
，あ
る
。
..
マ
ル
：ク
ス
.
_
身
勞
働
の
ブ
1

性
の
節
.の
.書
出
し
^
お
い
.て「

商
品
に
.含
ま
れ
て
.
>

y 

に
よ
り
初
め
て
批
判
的
に
證W

さ
れ
た
も
、の

^

あ
.

る
。

」

.
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と
き

.

ベ
て

.

.

い
る
所
以
で
あ
る
。
，

.
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マ
ル
，

.

ク
ス
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.

比

そ

.れ

を

證

明

し

た
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-
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c
hw
2:
s

s
>
の
で
あ
.，つ
.て
發
明
し
戈
り
案
出
し
た-0

で
尨
は
い
。
マ
.ル
ク
ス
..の
分
析
.取
對
f

に
固
有
の
論
理
に
し.た
妒
ク
た
の
で.あ
.つ 

.
.*
t
、
H

丨
浐
ル
流
S
K:
え
ば
有
の
自
己.內
運
動
と
し
て.
.の
：！̂
省

を

遇

惟
.し
た
ま
で
で
^
る
。'
こ
^.

i
f
§
.
p
、
と
も
か
く
こ.れ
を
見
失
え
ば
多
か.れ

少

か

れ

•
••
使

用

慣

値

の

捨

象

を

蒸

溜

法

と

見

做

し

た

り

、
，
商

品

交

換

k

お
け
.る

■
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第
三
0 ,
共
通
迦
の
存
柱
を
ド.グ
'マ
为
茧
--
-1先
驗
§
_
成」

と
览
：做
す
..に

.^
た
る
で
あ
ろ
う
.0
こ
.の
點
の
認
識
呔
肝
耍̂

^
る
。
，
と
同
時
に 

'劈
頭
ゼ
分
析
さ
れ
て
い
る
商
ロ
叫
の
ロ-v
ス
と
t
て
も
づ
■*
本
■
供
性
:#
^
ま
た
こ
、
；で
あ
ぢ
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